
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『花めぐり勝手に応援する会』、『清田１３区』、『福祉ボランティアの会』、『朝顔のたね』、『千厩病院・退職者

の会』の皆さんが当院の花壇の整備をしてくださっています。（朝早く、また土曜・日曜に活動なさっているので

写真は極一部です。）今年は特に暑くまたお忙しい中、何度も活動していただいております。ボランティアの皆さ

んありがとうございます。 

 

 

  ８月２７日（水）１５：００より当院１階待合ホールにおいて、千厩町女性団体連絡協議会 

（千厩町婦人協議会・千厩地域男女共同参画推進クラブ・千厩病院福祉ボランティアの 

会）主催の「ふれあい慰問の会」が開催されました。 

 藤野宣子会長のご挨拶から会が始まり、「頭・肩・膝・ポン」の軽体操や「祝い船」「ドドサ 

イ節」「ふたり咲き」「あざみの歌」「奥玉音頭」「きよしのズンドコ節」などの踊りや、「外山節」 

などの民謡、最後に吉田院長など職員も一緒に「千厩音頭」を踊りました。入院患者さん 

ご家族の皆さんなどにプレゼントとメッセージが送られ、会が閉会となりました。 

 ご覧になっていた皆さんが手拍子をしたり、知っている歌を一緒に歌ったりして、楽しい癒しの時間を過ごして

いました。ご出演いただいた皆さん、役員の皆さん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   当院では、地域の皆様方との関わりを大切にするため、医療

のことや健康のことの知識や意識を高めていただくよう、職員を

講師として派遣しています。 

 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

【救急外来の受診状況】  

   当院は、旧東磐井圏域を中心に救急対応を担っております。休日・時間外においては、

医師１名で対応しております。そのため患者様が集中すると重症な方を優先し、その順番

で診察を行わざるを得ない状況となっております。  

  

 

 

昨年度の時間外受診者は、３，９３２名でその内救急車での来院は、  

６３１名でした。１日に換算すると毎日１０名以上（救急車での  

  来院も２名近く）受け入れております。  

  

 

 

通常、当直医師は引き続き日中の勤務にあたっているこ 

とから医師の負担軽減のため住民の皆様のご協力が不可欠 

となっております。 

  

 

気を付けていただきたい点としましては、  

       ① 一週間位前から同じ症状（状態）が続いており不安な場合  

       ② 週休日・休日にお薬がなくなりそうな場合  

       ③ お仕事の都合等による時間外受診  

などの場合は、ぜひ診療時間内の受診をお願いいたします。  

 

 

 

 

【一関消防署における救急車出動の状況】  

 昨年１年間に一関消防署全体での救急車出動件数は、なんと６，３１５件にのぼり１日

にすると１７件は出動している計算になります。  

   救急車要請の際のポイントをまとめてありますので、参考になさってください。くれぐ

れも病院へ行く交通手段としてのご利用はご遠慮ください。救急隊の方々も日々頑張って

いただいております。  

 

 

 

 

 

救急の日 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   救急診療委員会 



 
                     

 

 

「お薬手帳」は何のためにあるの？  

 

「お薬手帳」はあなたが今までに服用（使用したお薬の名前や量、 

飲み方（使い方）などのほか、あなたのアレルギーや副作用の経験 

などについての記録を残すための手帳です。 
 

  「お薬手帳」には次のような役割があります  

 複数の病院（歯科医院も含みます）などにかかった時に、医師や薬剤師に「お薬手帳」を 

見せることで、お薬の重複や飲み合わせが悪くないかチェックを行い、副作用や、お薬の 

効果が弱まるのを防止することが出来ます。 

  外出時の急な病気・事故や災害時などに「お薬手帳」を持っていることで、服用している 

お薬がわかり、医療機関等での救急処置や処方がスムーズになります。 
 

「お薬手帳」を上手に使うために  

 「お薬手帳」は一冊にまとめ、病院や薬局に行ったときには、毎回必ず医師や薬剤師に見 

せましょう。ドラックストアやコンビニなどでお薬や健康食品などを買ったときも、その名前を 

記入しましょう。 

 通院時や外出時はもちろん、災害時にも必ず持ち出しましょう。 

 あなたの体調のことで気になる事があれば、忘れず記入しましょう。  

 

   「ジェネリック薬品」ってなに？ 

 

  最近、テレビなどでも「ジェネリック薬品」という言葉を聞く機会が増えてきていますが、 

「ジェネリック薬品」とはどういうお薬なのでしょう。 
 

  新薬（先発医薬品）の開発には長い年月（10 年～20 数年）と高額な研究開発費（数 10 億～ 

数 100 億円）がかかるといわれています。 

  新薬の特許が切れると、他のメーカーが同じ成分の薬を作ることが出来ますが、これを「ジェネ 

リック薬品」（後発医薬品）と呼びます。「ジェネリック薬品」は開発費はそれほど必要ないので、 

先発医薬品に比べて価格がかなり安くなっています。 
 

  「ジェネリック薬品」は、先発医薬品と同じ有効成分が同じ量含まれているもので、有効性・ 

安全性が同等であると確認され、厚生労働省が認めたものです。 

「ジェネリック薬品」への切り替えは、徐々に進められておりますが、患者さんの医療費負担 

を減らすために、医師や薬剤師に相談することも出来ます。  

 

   お薬について、何かわからないことありましたら、遠慮なく医師・薬剤師におたずねください。  

                                                         

                                                       薬剤科 薬剤科長 鈴木 茂  

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                            


